





A Study of Harmonic Beauty and Symbolism of Debussy




In modern music, Debussy pursued the beauty of sound especially in harmony, which is one 
of the three essential elements of music, and created a new style. This is a study of harmonic 
beauty of the new style and the influences he received from symbolism in exploring new 
musical expressions. His technique of composing, the lavish use of harmony, is totally 
different from other musical forms until then. First, I notice his life itself that nurtured his 
sense of the music, historical background, and the symbolism he was affected by. Then, I 
make an analysis of “Clair de lune from Suite bergamasque”. Finally, I discuss musical effects, 
aesthetic effects, and changes by harmony, and harmonic beauty coming out of symbolism. I 
have studied the close relationship among the work, harmony, and symbolism and its 
importance.





























































































































































































ト26小節、中間部ポコモッソ ― アニマート ― カルマート24小節、そして後半部再現され15
小節コーダ７小節の３部形式である。ドビュッシーの作品は和声に贅を尽くした音楽だが、こ
の曲もまた月の光を表すように和声の使い方は豊かであるが、色彩と量感に関してはシンプル
に整理され、中間部で響きの広がりを見せる。
まず月の光を思わせる主題は変ニ長調で２小節に渡り３度の響きにより変ニ長調と、変ロ短
調を絡ませ、８小節目まで装飾を伴いながら下降してくる。次の６小節ではオクターブの幅に
広がったユニゾンにより旋律を運ぶ。まるで穏やかな月の光、その温かみ、静粛の中のなんと
もいえぬ余韻を持った美しい冒頭である。
次のテンポルバートでは８分の９拍子を４分の３拍子に読み替えての緊張間の高まりと和音
の反復とバスの移行によってフレーズに緩急のついた推移部になっており、月の光から生まれ
る雰囲気が豊かに広がりを見せる。
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　さらに「少し早く」なる中間部、伴奏部はハープを思わせる分散和音で曲線を描きながら、
その上に旋律を歌わせていく。和音を変えながら展開していき、エンハーモニック転換を聞か
せ嬰ヘの第一旋法のクライマックスへの移行がスムーズにそして効果的に行われる。広がった
雰囲気の豊かさから動きが生まれ、月の光が波のように、増幅していく。
その増幅の上で緊張がおとずれ、その緊張がはじけると光の波が押し寄せ、その後カルマー
トの８小節で落ち着きを取り戻し、静粛に導き第１主題の再現に戻る。しかしここで再現とい
っても少し終わりに向かうのが名残惜しそうに全く同じ形ではなく伴奏部の和音を変えさらに
分散和音で前半より流れるような形をとっている。最後のコーダでは分散和音による和音の繰
り返しで終わる。月の光のイメージを持ったその空間、余韻を全身に感じさせる雰囲気を持っ
た作品である。
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改めてみるとすっきりとした作曲となっている。音符と和音の厚みはないが、非常に豊かに
聞こえ、しかし非常に無駄なくすっきりした和音の運び、形式となっている。観念を強調し外
界の写実的描写を忠実に描かず内面世界の状態の表現を印象や感覚を探求し象徴によって表現
する象徴主義を思わせる、非常に無駄がないが印象や感覚に訴えかけられる作品となっている。
３．ドビュッシー作品の美、和声について
ドビュッシーの作品の新しい様式は、特に和声において、それまでの伝統的な長調や短調の
破壊の試み、その一つとして、古い教会旋法、全音音階、５音音階なども用いている。また、
４度や８度の平進行なども使い、和音を連なりとしての重要性だけでなく、和音を個々の重要
性の高い塊として扱う手法を確立した。それにより形式も自由で流動的になり、旋律も自由に
動く事ができると同時に、ロマン主義的な旋律の強固なつながりではなく、漂うような動きを
つくることができるようになった。同時に、リズムも自由に解放され、無音と単音などを自由
に使う事ができるようになった。これにより周りのつながりや音楽理論にとらわれることな
く、表現したいものを表現するために、形のあるものだけでなく流麗で自由自在に変幻するも
のも表現でき、音楽的な表現の幅が広がったといえる。
このような様式の確立によって、ドビュッシーが目指した…影から出てきたような気配…瞬
時にしてそこに戻ってしまう音楽…のように自由な流動的で漠然とした響きの美しさと色彩感
の微妙で精巧で繊細な美しさを表現できるようになった。
象徴主義とは知性化された感受性によって内面と外面との照応の中に独自の現実を求め、言
語の意味関連よりは韻律や隠喩によりある種の気分をもたらそうとする（4）とされている。この
前述した、ドビュッシーの表現方法は、まさに象徴主義の詩を現すような音楽といえるのでは
ないだろうか。
ドビュッシーは音楽論を語る中で、常に新しいものを求めるよう、こう呼びかけている。
「独自＝ユニークなままでいることです…世間ずれしないでね…自由のうちに、みずか
らを律する基準を求めなければいけない。誰の忠告もきかぬことです。」（5）
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　彼の強い信念によって、新しい音楽表現を生もうとし、そして表現するためのこれらの全く
新しい様式が確立されたのだといえる。
おわりに
フランスの絵画、文学の分野で歴史の波が全く新しい作品の生まれた象徴主義や印象派に向
かう中、音楽の分野では新しい近代的な手法を試みながらもなかなか表現の限界から解放され
ることができずに一歩出遅れていたといえるのではないだろうか。
そのような時代、ドビュッシーがもし、新しい音楽表現を模索する形成期に象徴主義の文学
作品に出会っていなかったら、試すこともなくすでに持っていた独特な和声の感性をさらに掘
り下げ、新しい音楽をという風潮ではあるが全く新たな新しい音楽の確立を考えなかった可能
性もある。また確立しようと考え模索していても、象徴主義の文学者達との会合にのめりこん
でいなかったら、ここまでの完成度の高い独特の和声美や、表現、様式の確立することが不可
能であったかもしれない。
もしくはこのような音楽様式の飽和状態の時代には、自然と象徴主義に触れることになった
かもしれないし、触れざるをえなかったのかもしれないが、いずれにせよ、彼の作品の独特の
和声感をのばし、全く新しい独自の表現を確立するためには確固たる思想が必要だったといえ
るであろう。ドビュッシーにとって独自の作品創作には和声の美しさが欠かせないものであ
り、その和声や表現方法を確立するには象徴主義文学や芸術家達との交流が重要で密接な関係
であったといえる。
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